






















となる｡ 今度は実 (種子) と根とが食用として人々
の舌を楽しませることになるのである｡































｢偶｣ は､ ｢つれあい､ 配偶者｣ の意｡ ｢憐｣ は､
｢愛
いつく












定義は ｢チャド､ (パンチカードの) さん孔くず｣
となっている｡ ｢さん孔｣ は正しく書けば ｢鑽孔｣


















































スフィーン｣ である｡ ｢光視､ 眼内閃｣ という訳
語が与えられている｡ 試験にも絶対に出されない
であろうが､ 日常会話でもまず使わない単語だ｡
・lunula: ｢爪の根本の白い部分｡｣ これも 『プロ
グレッシブ』 にエントリーされている｡ 発音は綴
り通り ｢ルーニュラー｣ で､ ｢ルー｣ に強勢が置
かれる｡ 語義は ｢新月[三日月]形のもの；小づめ・
半月紋様など｣ とあり､ ｢爪の白い部分｣ とは限
らないようだが､ この部分は確かに三日月の形を
している｡ ラテン語で ｢月｣ を意味する ’luna’
の派生語であることは言うまでもない｡ ちなみに
おなじく ’luna’ からの派生語である ’lunatic’ は
名詞で ｢狂人､ 精神異常者｣､ 形容詞で ｢狂気の､




ながら､ ｢三日月｣ は英語で ’crescent’､ フランス
語で ’croissant’ (クロワッサン) である｡












い｡ 友人某はこれを､ 別に ｢トテト｣ でもいいで
はないか､ と言っていた｡ また､ 私が中学生だっ







グレッシブ』 にも 『リーダーズ』 にも載っていな
い｡ 『Oxford English Dictionary』 では語源不詳と
いうことになっていて､ 用例として1878年に発表
されたロバート・バーンス (1759～96｡ スコット
ランドの国民的詩人｡ 日本では ｢蛍の光｣ とか












が､ 近い将来 ’lethologica’ という単語をどうして
も思い出せなくなりそうな予感がする｡
・transurphobia: ｢散髪恐怖症｡｣ これも 『OED』








である｡ これは日本語で言う ｢ジレンマ｣､ つま
り ｢二つの立場の間での板挟み｣ だ｡ 語源はラテ
ン語の ’di’ (二重の) と ’lemma’ (仮定) である｡
この ’di’ が ’tri’ になったのが ’trilemma’ である｡
接頭辞 ’tri’ は ｢三｣ を表し､ 例えば ｢三角形｣
は ’triangle’､ ｢三輪車｣ は ’tricycle’､ ｢三カ国語話
者｣ は ’trilingual’､ ｢三脚｣ は ’tripod’｡
・tittle: ｢小文字 ’i’ の点｡｣ ちなみに私は今､ 小




・vexillology: ｢旗に関する研究｡｣ ’vexillum’ は古
代ローマの ｢軍旗｣ であり､ vexillologyには 『リー
ダーズ』 では ｢旗学｣ という訳語を与えている｡






チル (1874～1965｡ 英国の政治家) の造語｡ これ
はもちろん ’utopia’ という語が基になっている｡
｢ユートピア｣ はサー・トマス・モア (?1477～
1535) の造語で､ 架空の理想国の名称｡ もっとも
モアの 『ユートピア』 (中公文庫) を読んでも､
その世界が ｢理想的｣ だとはあまり思えないのだ
が｡ ユートピアの語源はギリシア語で ’ou’ (ない)
と ’topos’ (場所) に名詞語尾 ’ia’ がついて､ ｢存
在しない場所｣ の意味だが､ 音声的には同時に
｢よい (eu) 場所｣ の意味をも伝えている｡ いずれ
にせよ､ 理想的な国というのは実在しないのであ
る｡ ちなみにサミュエル・バトラーの小説 『エレ
ホン』 に描かれる理想国エレホン (Erehwon) も
また､ ’nowhere’ を逆から綴ったものであり､ ユー
トピアと同様 ｢存在しない場所｣ ということであ




と発音し､ 動詞で ｢並ぶ｣､ 名詞で ｢列｣ である｡
・ideolocator: ｢地図上の現在地を示す印｡｣ 日本
ではこういう場合､ たいてい赤い矢印か三角印で




で ｢最後から二番目の ～｣ と言いたいときには
このような面倒な単語を使う必要はなく､ ’the
last ～ but one’ と言えばよい｡
・hemidemisemiquaver: ｢六十四分音符｡｣ こんな
音符が頻出する曲をピアノで弾けと言われたら嫌
だ｡ 語幹となる ’quaver’ が ｢八分音符｣ であり､
それを半分にした ’semiquaver’ が当然 ｢十六分音
符｣ である｡ ちなみに ｢一週間に一回｣ を英語で
言うと ’weekly’ だが､ その半分の頻度 ｢二週間
に一回｣ は ’semiweekly’､ ｢半円｣ は ’semicircle’､
｢準決勝｣ は ’semifinal’ だ｡ それでその ｢十六分
音符｣ をさらに半分にした ｢三十二分音符｣ を
’demisemiquaver’ と言う｡ この接頭辞 ’demi’ もま
た ’semi’ と同様 ｢半分の｣ を意味し､ 通常の半
分くらいの大きさの珈琲カップが ’demitasse’ (デ
ミタス)､ ｢半回転｣ が ’demivolt’､ ｢半神｣ は
’demigod’ である｡ そして､ ’hemi’ もまた ｢半分
の｣ を意味する接頭辞であり､ 例えば ｢北半球｣
とか ｢南半球｣ とか言うときの ｢半球｣ は ’hemi-












は ｢恐怖症｣ を表し､ 例えば ｢高所恐怖症｣ は






字は ｢ハーモニカ｣ である｡ 最初の ’hydro’は ｢水｣















・bromhidrosis: ｢臭気を放つ汗｡｣ 語頭の ’brom’
は ｢臭素｣､ それに続く ’hidro’ は ｢水｣ である｡
ちなみに､ 人間の汗に臭気はない｡ 皮膚の表面の
バクテリアによって臭いが発生するのである｡ な
お､ 日本語で ｢汗｣ と言うと､ 文脈によっては
｢青春のシンボル｣ 的な爽やかなイメージになる











恐怖症｡｣ 語頭の ’arch’ は ｢一番上の｣ の意味で､
例えば天使の中で一番地位が高いのが ’archangel’､
同様に主教で一番偉いのが ’archbishop’ だ｡ そし





られない｣ (I Can’t Believe It’s Not Butter) とい
う商標名のマーガリンがある｡
・gymnophobia: ｢裸体恐怖症｡｣ ギリシア語で
’gymno’ は ｢裸体の｣ の意味｡ エリック・サティ




















い う レ ヴ ェ ル に ま で 行 っ て し ま う の が
dishabiliophobiaなのである｡ 語頭の ’dis’ が ｢否
定､ 分離､ 剥奪｣ を表すことは想像に難くないし
(sportの語源は disport､ つまり ｢離して｣ ｢運ぶ｣
ということであり､ 要するに ｢本来の状態 (仕事
場とか家庭とか) から離れたところへ自身を運ぶ｣
ということである)､ ’habilio’ の部分は例えば
’habiliment’ (古い用法で ｢服飾品､ 衣服｣､ 現在






・carnophobia: ｢肉恐怖症｡｣ 語頭の carnoが ｢肉｣




り､ 一方で carnationは ｢人肉色｣ が元来の意味
である｡ 英国では復活祭の40日前の水曜日 (Ash
Wednesday という) の前日の火曜日 (Shorove














方言である｡ 『リーダーズ』 には ｢異常にはしゃ
いだ, 高ぶった《昔死の前兆とされた》; 頭の変
な, 気がふれた; 第六感のある, 千里眼の; この













ルの人は､ ’fey’ という単語を ｢死ぬ運命の｣ と
｢狂ったように興奮して｣ という意味でのみ知っ
ていた､ とのことである｡ 私がある本で見つけた
｢死にかけている人が､ 何事もないかのように起
き上がって談笑している状態｣ という情報が間違っ
ているのか､ あるいはジョーディといってもある
程度広い範囲の方言なので (タイン川流域全体を
含む)､ ニューカースル界隈以外の地域での用法
なのか､ 今後調査を続行したいと思う｡
最近､ 電子辞書が急速に普及し､ 教室でも電子
辞書を使っている学生の姿が多くみられるように
なった｡ 電子辞書には､ もちろん長所もあるが短
所もある｡ 以下に､ 電子辞書を使うにあたって注
意すべきことなどを述べておきたい｡ フランス語
と韓国語を中心に述べるが､ 他の言語にも共通す
る点が多いので､ これら以外の言語を履修してい
る人もぜひ読んでいただきたい｡
１. 電子辞書の長所
まず､ 電子辞書一般がもつ長所と短所について
まとめておこう｡
長所としてまず第一にあげることができるのは､
そのコンパクトさと携帯性である｡ とりわけ､ 複
数の辞書を持ち歩かなければならない場合､ 電子
辞書ひとつですむので非常に重宝する｡ 筆者の場
合､ バスや電車の中で調べるために､ また海外に
出かける時のために電子辞書を持っている｡
第二に､ 収録されている辞書間でのジャンプ機
能はありがたい｡ とくに､ たとえば和仏辞典や日
韓辞典で調べたフランス語や韓国語の単語､ 表現
などを仏和辞典や韓日辞典で確認する (日本語を
外国語に訳すような場合にはこの作業を必ずしな
ければいけない) 時などに威力を発揮する｡ ある
いは､ 仏和辞典や韓日辞典で調べた単語の日本語
の意味が分からない時に､ その意味を調べるのに
国語辞典にジャンプするという使い方もありうる｡
第三に､ 最近の電子辞書には音声データが入っ
ているものも多く､ 単語や例文の発音を確認する
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